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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
· 介護訓練室で定期薬をセットするスタッフは、ホッチキスの針を床に落とさないように注意して下さい

· 中野医師より中村陽子様の今後に関して

　　　最近ご家族が定期的に面会に来ているようなので、今後の事について話し合ってみて下さいと。

・昇格試験受験希望者は5/18までに希望日時を総務まで連絡してください。
＜患者様連絡事項＞

· 木ノ下ツヨ様～臨時薬が5/16朝から同内容で処方となっており、以後定期薬となります。

· 大久保清五様～便秘時シンラックの予測指示が30日まで継続処方となっています。

薬剤感受性と喀痰培養の指示が出ています。

· 前川原勝美様～褥創部悪化傾向のためエルタシン軟膏とアズノール軟膏１本ずつ処方となっています。

· 谷地サエ様～血糖値測定の指示あり施行しています。明日医師報告お願いします。

· 玉井クニ子様～便秘時シンラックの予測指示が29日まで継続処方となっています。

· 西沢正様～便秘時シンラックの予測指示が29日まで継続処方となっています。

· 五十嵐タイ様～便秘時シンラックの予測指示が29日まで継続処方となっています。

　　　　　　　　　拒薬時の予測指示は、現在拒薬ないため中止となっています。

· 織田比佐子様～療養環境が変わり、自室まで「どういっていいかわからない。」と車椅子を

　　自躁しようとしない状態が見られています。スタッフは織田様が車椅子を自躁できるよう見守りしていきましょう。

・新しい体温計が１本来ています。ＣＤユニットへ設置しています。

＜患者様情報＞

本日Aユニットへ入院となる患者様について

氏名：下川ミツヱ様

　年齢：78歳

　疾患名：アルツハイマー型認知症　合併症：糖尿病

　経過：２年ほど前から「お金を盗られた」「通帳をなくした」と訴えるようになり、むらかみ脳神経外科を受診。平成24年4月14日より三戸老人ホームでのショートステイを開始。入院後より廊下を徘徊、睡眠不安定、他者の物を勝手に食べるなど迷惑行為あり対応困難となりショートステイ終了となる。担当のケアマネージャーより専門的治療を勧められ4月23日当院相談受診となっている。

　　　　家族からの情報では、本人が市販の解熱鎮痛剤(セデス)を大量に服用している。詳細としては40年程前から腰の痛みなどを理由として日常的に解熱鎮痛剤(セデス)を使用している様子があり、現在では1箱/日服用することもある。本人は現在の服用理由として「頭がもやもやするから」「腰が痛いから」などと話している。家族は同薬物への依存が形成されているのではないかと心配していた。

　　　　5/3頃より興奮や拒否が出現する頻度が多くなっていることから、薬剤調整が必要なため、１カ月程の入院予定。

　（入院後の様子）

　　　　食事：低炭水化物食（1600Kcal），常食。アレルギーなし。

　　　　ＡＤＬ：ほぼ自立。排泄失禁ないが、家の敷地内に放尿する事があった。

　　　　家族：息子は認知症の症状に対する関わりが上手くできず、本人の言動に影響されＫな情的に対応してしまう。息子の妻様は、本人の症状に対しては振り回されずに対応はできている様子。

　　　　暴言や易怒性は、タバコが切れてきたときや要求が通らない時など、パターンは様々である。時に周囲を叩いたりすることもある。

　　　　糖尿病に関してのかかわりは特に入院中には行わない。（川端Drより、本人から間食要求があった際には提供しても良いとの事。）

　　　　介護度：要介護１（介護認定24.5.1実施）

　　　　薬物調整と高年齢にあるため、転倒リスク状態にある事、易怒性による周囲とのトラブルの可能性がある旨説明し、家族からは了解受けている。

